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　 愛荘町立ハーティーセンター秦荘

情報発信中

・ハーティーセンター秦荘
・歴史文化博物館

・近江上布伝統産業会館

・愛知川びんてまりの館

☎0749－37－4110
☎0749－37－4500

☎0749－42－3246

☎0749－42－4114

休  館  日
開館時間
休  館  日
開館時間
休  館  日
開館時間
休  館  日

 月曜
10：00～17：00
 月・火・祝日の翌日
10：00～17：00
 月・祝日
10：00～18：00
 月・火・毎月最終水曜・祝日

祝日に当たる場合は
翌日以降の平日（ 　 　　 ）

ぶんか

ハーティーマンスリーコンサートハーティーマンスリーコンサート
　音楽好きが楽しく演奏するコンサートです。
歌あり演奏ありの80分。気軽にお越しください！

時 間時 間 10：00から11：00頃10：00から11：00頃
場　　所場　　所 ハーティーセンター秦荘　ハーティーセンター秦荘　

大ホールロビー大ホールロビー
入 場 料入 場 料 無料無料

★正やん
★Allonge
★案山子

★豆じ
★正やん
★tugi#hagi

※�出演者や演奏順は変更になる場合がございます。※�出演者や演奏順は変更になる場合がございます。
※�アルミ缶やペットボトルキャップ、使用済切手があればお持※�アルミ缶やペットボトルキャップ、使用済切手があればお持
ちください。福祉施設の運営資金にさせていただきます。ちください。福祉施設の運営資金にさせていただきます。
　　

レジンアクセサリー体験レジンアクセサリー体験 ヘアゴムまたはブローチヘアゴムまたはブローチ

　ドライフラワーを使ったレジンアクセサリー作り。自然の美しさをそのまま閉じ込めた、世界
にひとつだけの特別なアクセサリーとなります。手作りの温もりを感じながら楽しみましょう♡

日 時日 時 66月月2828日（日）　日（日）　13：30 〜15：3013：30 〜15：30
場　　所場　　所 ハーティーセンター秦荘　カフェyakubaハーティーセンター秦荘　カフェyakuba
参 加 費参 加 費 2,000円（材料費、ドリンク付）2,000円（材料費、ドリンク付）
定　 員定　 員 10 名10 名
申 込 み申 込 み お電話にて　☎0749‒37‒4110お電話にて　☎0749‒37‒4110
講 師講 師 村松 都子さん村松 都子さん

6/6/

2020
（土）（土）

7/7/

1818
（土）（土）

開催時期
お間違えなく！

お笑いハーティー寄席お笑いハーティー寄席
　KBS 京都ほっかほかラジオでおなじみのベテ
ラン噺

はなし

家
か

 笑福亭晃瓶をはじめ、旬の芸人たちが
とっておきのネタを披露します。

第14回 5/30発売

日　　 時日　　 時
場　　 所場　　 所
入 場 料入 場 料
出 演 者出 演 者
プレイガイドプレイガイド

８８月月2929日（土）日（土）開演14：00開演14：00
ハーティーセンター秦荘 大ホールハーティーセンター秦荘 大ホール
全席指定　一般1,500円全席指定　一般1,500円（税込）※当日300円増（税込）※当日300円増
笑福亭晃瓶、笑福亭三喬、ボルトボルズ、ビックリツカサ　笑福亭晃瓶、笑福亭三喬、ボルトボルズ、ビックリツカサ　
ハーティーセンター秦荘、愛知川公民館、るーぶる愛知川ハーティーセンター秦荘、愛知川公民館、るーぶる愛知川

博物館展覧会　開催中
令和8年6月6日（土）から8月30日（日）まで

展 覧 会 名 ： 愛荘町昭和今昔
会　　　場 ： 歴史文化博物館　特別展示室
開 館 時 間 ： 午前10時から午後5時まで（最終受付は午後4時30分）
休　館　日 ： 月曜日・火曜日（ただし祝日の場合は開館）
展 示 解 説 ： 6月21日（日）、7月19日（日）、8月16日（日）、　午前11時～、午後２時～
入　館　料 ： 大人300円　子ども150円（町内在住者の方は無料・要観覧券）

〇博物館ではこんなこともしています
　博物館では、「愛荘知る学講座」として、古文書の講読会
をハーティセンター秦荘で開催しています。
　講座は、初級コースと上級コースの2つがあり、初級コー
スは毎月第4土曜日の13時30分～15時、上級コースは毎月
第2・第4土曜日の15時30分～17時に行っています。
　古文書の講読会を定期的に開催している施設は、町内では
図書館を除くと少なく、近隣でもあまり多くはありません。そ
のため、町内だけでなく町外から受講される方もおられます。

〇初級・上級コース
　初級・上級の両コースとも、町内に残る古文書をテキスト
として活用し、講読を行っています。初級コースでは、江戸
時代の文書によく見られる「 候

そうろうぶん

文 」に慣れること、そして
基本的なくずし字を読む力を身につけることを目標に、『く
ずし字用例辞書』などを使いながら、一文字ずつ確認し、丁
寧に史料を読み進めています。

　一方、上級コースの受講者は、古文書に親しんできた方が
多いため、「愛荘町の史料を活字化し、その成果を蓄積・活
用できるようにすること」を目標に、史料の講読を進めてい
ます。
　このため、上級コースは受講者同士、あるいは学芸員と受
講者の間で、くずし字の解釈について活発に意見を交わしな
がら進める場となっています。時には、一つの文字の読み方
をめぐって熱い議論になることもあります。

〇古文書講読会の成果
　この講読会は、単に史料を読むだけでなく、博物館活動に
も大きく寄与しています。
　例えば、令和6年度に開催した第42回企画展「文字でつづ
る愛荘町」や、令和7年度に開催した愛荘町町制施行20周年・
国スポ障スポ開催記念 令和7年度秋季特別展「百発百中！？
仏心寺の仏様」では、展示史料の翻刻確認に協力いただきま
した。
　また、江戸時代の愛知川宿を中心に書かれた日記の解読に
も取組、その成果をもとに、博物館でコーナー展示を行うこ
ともできました。

〇最後に
　博物館では、展覧会を開催するだけでなく、町民の皆さん
とともに史料を読み解き、活字化し、今後活用できるよう準
備を進めています。

学芸員　新木 慧一

博物館活動 博物館活動 古文書講読会古文書講読会

▲購読会の様子

当日
選択

16 aisho 2026.06 17aisho 2026.06


